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平
成
20
年
４
月
に
茨
城
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
公
立
小
・

中
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
」
の
指
針
が
示
さ
れ
、
本

市
に
お
い
て
も
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整
備
し
学
校
教

育
の
一
層
の
向
上
の
た
め
、
平
成
21
年
度
に
義
務
教
育
施

設
適
正
配
置
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
保
護

者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
教
育
環
境
に
関
す
る

意
識
調
査
」（
平
成
22
年
10
月
号
に
掲
載
）
な
ど
の
結
果
を

踏
ま
え
、
約
2
年
に
わ
た
り
慎
重
な
る
審
議
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
内
の
義
務
教
育

施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
９
月
28
日
付
け

答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
１
学
年
２

　

学
級
（
計
12
学
級
）
以
上
、
中
学

　

校
に
つ
い
て
は
、
１
学
年
３
学
級

　
（
計
９
学
級
）
以
上
が
、
将
来
を

　

見
据
え
た
理
想
的
な
学
校
規
模
で

　

あ
る
。

・
学
級
規
模
が
適
正
で
あ
れ
ば
地
域

　

の
実
情
を
考
慮
し
て
、
単
学
級
で

　

も
存
続
を
認
め
る
こ
と
も
考
え
ら

　

れ
る
。
学
級
規
模
が
適
正
と
は
、

　

具
体
的
に
1
学
級
あ
た
り
20
人
を

　

超
え
る
こ
と
と
考
え
る
。

・
①
複
式
学
級
が
２
つ
以
上
と
な
っ

　

て
し
ま
う
場
合
、
②
20
人
以
下
と

　

な
る
学
年
が
３
学
年
以
上
と
な
っ

　

た
場
合
で
地
域
住
民
の
理
解
が
得

　

ら
れ
て
い
る
場
合
、
③
地
域
住
民

　

の
多
数
が
統
合
を
望
み
市
に
要
望

　

が
も
た
ら
さ
れ
た
場
合
、
の
い
ず

　

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
統
合

　

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

・
学
校
が
適
正
規
模
に
あ
っ
て
、
子

　

ど
も
た
ち
の
教
育
を
受
け
る
権
利

　

を
侵
害
し
な
い
限
り
は
、
現
在
の

　

所
在
地
と
学
区
を
今
後
も
継
続
す

　

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
、
ど
う

　

し
て
も
適
正
規
模
に
達
せ
ず
、
他

　

の
学
校
と
の
統
合
な
ど
を
考
え
ざ

　

る
を
得
な
い
過
小
規
模
校
の
場
合

　

や
、
逆
に
子
ど
も
の
数
が
増
加
し

　

て
適
性
規
模
以
内
に
維
持
す
る
こ

　

と
が
で
き
ず
、
学
校
分
割
を
せ
ざ

　

る
を
得
な
い
過
大
規
模
校
の
場
合

　

な
ど
に
は
、
既
設
の
所
在
地
や
学

３
み
ら
い
平
地
区
の
児
童
生
徒

　

の
増
加
に
伴
う
小
中
学
校
の

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
み
ら
い
平
地
区
で
は
、
大
規
模
な

　

人
口
の
流
入
が
予
測
さ
れ
て
い
る

　

こ
と
か
ら
、
学
校
建
設
に
つ
い
て

　

は
、「
み
ら
い
平
地
区
学
校
建
設
基

　

本
構
想
」（
み
ら
い
平
地
区
学
校

　

建
設
は
、
立
地
条
件
、
平
成
40
年

　

に
か
け
て
の
児
童
数
、
学
校
周
辺

　

の
環
境
整
備
な
ど
の
要
因
か
ら
、

　

陽
光
台
地
区
へ
の
１
校
目
建
設
が

　

望
ま
し
い
）
に
基
づ
い
て
早
期
に

　

進
め
る
こ
と
を
望
む
。

４
付
帯
事
項

・
適
正
配
置
の
実
施
方
法
や
実
施
時

　

期
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
み
で
決

　

定
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
方

　

々
に
、
き
め
細
か
な
情
報
提
供
を

　

行
う
と
と
も
に
、
丁
寧
な
意
見
聴

　

取
を
行
い
な
が
ら
進
め
る
こ
と
。

・
個
別
具
体
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
通
う
児
童
生

　

徒
の
保
護
者
や
未
就
学
児
の
保
護

　

区
の
範
囲
の
見
直
し
を
検
討
す
る

　

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

者
、
学
校
教
職
員
、
地
域
の
方
々

　

な
ど
の
合
意
形
成
を
図
る
よ
う
努

　

め
る
こ
と
。

・
適
正
配
置
に
か
か
る
具
体
的
な
実

　

施
方
法
に
つ
い
て
は
、
近
接
校
と

　

の
統
合
だ
け
で
な
く
、
学
区
変
更

　

や
学
校
選
択
制
の
導
入
な
ど
、
さ

　

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
こ

　

と
。

※
今
後
、
教
育
委
員
会
で
は
、
答
申

を
も
と
に
義
務
教
育
施
設
の
適
正
配

置
に
向
け
て
、
地
域
の
実
情
を
考
慮

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
慎
重
に

検
討
し
ま
す
。
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問 ▷
染そ

め
や谷

義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
審

議
会
会
長
（
右
）
よ
り
答
申
を
受
け

る
中な
か
じ
ま島
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

（
左
）


